
［９］西都市小体連 

Ⅰ 年間事業 

実施日 曜 事業名 主な内容 会場 

5月 12日 木 第１回体育主任会 ○主題研究の年間の計画 

○泳力向上プログラム 

妻北小学校 

6月 28日 木 第２回体育主任会 

 

○主題研究の計画 

・研究の方向性について 

○泳力向上プログラム 

妻北小学校 

8月 26日 木 第３回体育主任会 ○主題研究について 

○陸上記録会代替案検討 

妻北小学校 

10月 18日 火 第４回体育主任会 ○主題研究について 

・研究のまとめとその方向性検討 

○キッズスポーツ補助金等について 

妻北小学校 

１月下旬予定 第５回体育主任会 ○主題研究のまとめ  

○次年度への引継確認 

妻北小学校 

 

Ⅱ 事業部のあゆみ 

 

１ 西都市小学校泳力向上プログラム 

  各学校で５・６年生を対象に、記録会を実施し、25m以上泳げた児童に対して西都市小体連が表彰。 

  

２ 陸上記録会 

  ※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止。 

Ⅲ 研究部のあゆみ 

１ 研究主題並びに副題 
 

主体的に運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる体育学習の在り方 

～体つくり運動の授業実践を通して～ 

 
２ 主題設定の理由 

平成 30年度までの研究で、1単位時間の学習過程や単元構成の見直し、主体的・対話的で深い学びの視点
を授業の中に積極的に取り入れることができた。また、学び合いによる学習内容の深化を図ることもできた。 
研究の流れとしても、「器械運動」領域については 5 か年の継続研究を行い、ポスターセッション発表も

行った。しかし、学び合いの時間を十分に確保しながら、基本的な技能がより高まるための手立てや先生の
困り間の解消につなげる部分において課題が残った。 
そのため、県の研究や課題を取り入れた研究も参考にしながら「体つくり運動」領域について 4か年計画

で、本主題について研究している。初年度はアンケート調査を実施し、「体つくり運動」に対する教員の意
識、実践状況、教員の理解度等を調べた。その結果、西都市の教員の実態として、「体つくり運動」の重要度
は理解しているものの、指導面において課題を感じている教員が多いことが分かった。体育主任だけでなく、
体育の授業に苦手意識を持っている教員も指導できるよう、研究を引き続き行っていく。 

 
３ 研究の内容 

令和元年度 体つくり運動の授業の実態調査、課題の分析 
令和２年度 先進研究の視察・研修（九州学体研中止のため） 
     研究授業の実施（新型コロナウイルス感染拡大防止のため） 
     体つくり運動の実践及び実践例の作成 

令和３年度 研究授業の実施 
     西都市ならではの体つくり運動の研究推進 

令和４年度 アンケートの実施・実践報告 
 



４ 研究の仮説 

５ 研究の実際 

 ⑴ アンケート実施方法 

本研究において西都市の小学校の小学校に配付アンケートを実施し、「体つくり運動」に対する教員

の意識、実践状況、教員の理解度等を調べた。アンケートは各学校で年に２回行い、２回目のアンケー

トを取るまでの間に、令和２年度の研究で作り上げた体つくり運動の実践例集の中からいくつか選んで

実践を重ねた。 

    ⑵ 体つくり運動の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの子どもも参加できるよう指導内容を精選し、簡単な場の設定や、 

ルールの工夫をすることで 

児童が主体的に運動に取り組み、教師自身の指導のハードルも下がるであろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑶ アンケート結果の推移 

体つくり運動は重要であると考えますか。           単独運動として「体つくり運動」を実施していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「体つくり運動」をウォーミングアップ等で実施していますか。      「体つくり運動」をウォーミングアップ等で活用したいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「体つくり運動」の講習会に参加したことがありますか。         「体つくり運動」の講習会があれば参加したいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究の成果と課題 

  ⑴ 成果 

   ○ アンケート結果の推移から西都市で作成した体つくり運動の実践例集をもとに各学校で実践を  

ことで教員の体つくり運動に対する意識が改善につながった。 

   ○ 実践を重ね、児童の反応をみながら改善していくことで少しずつ体つくり運動のことが理解できる

ようになった。 

  ⑵ 課題 

   ● 体つくり運動を、児童が自分の運動能力の課題を把握して、その課題に合わせて運動を選び、取り

組むというふうに考えると、場の設定や準備が大変であるという印象をもっている教師がまだ多くい

るため、場の設定を含め、誰でも簡単に行える実践を模索していく必要がある。 
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